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　アメリカの代表的劇作家であるアーサー・ミラーとテネシー・ウイリアム
ズはよく比較される。ミラーの描く作品は男性中心のものが多く，女性があ
まりよく描かれていないと云われる。一方，ウィリアムズはどっちかという
と女性の方に関心を持っているように思われる。また，ミラーがユダヤ人の
文化などを背景に持っているのに対し，ウイリアムズは南部を背景に持って
いるとも云われる。
　「ガラスの動物園」に出て来る南部のイメージも，「欲望という名の電
車」に出て来るものも，作者，ウイリアムズが抜け出すことの出来ない古
い，美しい南部の世界である。この世界は作品の中に細かく詳しく述べられ
ている訳ではないが，「風と共に去りぬ」に描かれている美しい南部を想像
すればよい。この美しい大農園の世界がこの劇で果たしている効果は無視で
きない。
　ブランチはこの美しい古い大農園の世界からスタンレイ，ステラ達の住む
ニュ・一一オリンズの世界へ足を踏み入れる。彼女の出で立ちは白ずくめで，白
いスーツに，ふさふさした飾りのついたボディスを着，パールのネックレス
にうイヤリング，白い手袋に白い帽子を優雅に身につけている。まるで郊外
住宅地の夏のパーティか，カクテノヒパーティに来たように見える。（ll．15－
18P．117）彼女の身なりは明らかにニューオリンズの種々雑多な人種の住ん
でいる，うらぶれた町には不似合で，美しい，古い南部の農園の世界からの
訪問者であることを観客に印象づける。
　ユニースとブランチとの会話の中でも，作者はユニースの台詞の中に「ミ
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シシッピー州生まれなんだろ？」とか「大農園のあんたのとこの写真」，「す
ごく大きいとこだね，白い円柱が何本もあって」（P．119Sc．　ONE）という話
しを折り込むことで観客にブランチがどんな世界にいたかをさらにはっきり
させる。間接的表現ではあるが，ステラの住んでいる家を指して「こんなひ
どい家」（P．120Sc。ONE），「墓をあばいて死人の肉を食う悪鬼の住むウイ
アの森」（P．121Sc．　ONE）と云ったり，「ステラ，女中はいるんでしょ？」
（P．122Sc．　ONE）「えっ，二部屋ですって？」　（P．123　Sc．　ONE）などと
云う台詞からも優雅な生活をしていた印象を与える。
　相次ぐ葬式のためにブランチの家屋敷であるペル・リーヴを失くしたこと
が第一場の終り近くで語られるが，この事が伏線となり，第2場でのスタン
レイのせん索，追及を引き起こす。ペル・リーヴを失くす羽目になった経緯
をスタンレイが問いつめて行く際に，「田舎の屋敷」（P．132Sc．　TWO）
「お前の農園」（P134　Sc．　TWO）「デュポ．ア家の人間」（P．135　Sc・TWO）
という古い南部を示す台詞が飛び出してくる。ブランチを問いただす箇所で
は，「何百年もかかってペル・リーヴを食い潰して来た」（P140　Sc．　TWO）
「私たちの思慮分別もない祖父，父，叔父，兄弟達が土地を雄壮な姦淫と交
換したんですから」（P．140Sc．　TWO）とべル・リーヴが古い，広大な土地
であったことを語っている。このように登場人物の台詞を通してブランチの
家，つまり，デュボア家がどんなものか少しずつ作り上げている。一方，ス
タンレイがペル・リーヴをブランチがどうして失くしたのか追及していく時
に，取り出す「一かかえもある服」（P．133Sc．　TWO），その他ブランチ
の身の回りの品，例えば，「羽根や毛皮」（P．133Sc．　TWO）「純金を使っ
た服」「房々した銀狐の毛皮」「宝箱」「真珠」「純金のブレスレット」「ダ
イヤモンド」「女王の宝冠」（P．134Sc．　TWO）などもブランチの性格描
写に役立つ。ステラによって銀狐の毛皮が安物の夏向きの毛皮であると訂正
されたり，ダイヤモンドの宝冠がライツストーンのティアーラ（婦人物の頭
飾り）だと訂正されてはいるが，いずれにしても，スタンレイが代表するニ
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ユーオリンズの世界に住んでいる者には縁のないものであることには変りな
い。「仮装舞踏会で冠ったティアt一ラよ」（P．134Sc．　TWO）のステラの
台詞からも類推できるように，ブランチの身の回りの装飾品も，彼女の出て
　　　　　　　　　t来た美しい，白のイメージに代表される南部の農園を表すのに一役買ってい
るだけでなく，第1場から第2場へと展開していく小道具としても使われて
いると云うことが出来る。また，筋の展開の上から見ても，ブランチに代表
される美しい，古い南部の世界は第11場の最後までスタンレイに代表される
ニューオリンズの世界と張り合っている。
　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　第1場の終り近くで，ブランチはべル・リーヴを失くしたことの自己弁護
をとうとうとまくしたてる。父親母親，マーガレット，従姉のジェシーが
次々と死んでいくのを一入で見送り，いかに辛らい苦しみを味わったかをス
テラに語る。この時はベル・リーヴを失くした云い訳が前面に出ているが，
彼女が地獄の苦しみを味い，揚句のはては精神的にも経済的にも苦境に陥
り，ステラ以外に頼る縁者がいない印象を与える。このことはべル・リーヴ
を抵当に入れて失くしてしまったことをスタンレイに話す場面で裏打ちされ
る。デュボア家にまつわる過去の話の他に，ブランチ自身の過去がこの劇で
重要な位置をしめている。第1場ではユーニスの言葉（P．119Sc．　ONE），
ブランチ自身の言葉（P。127Sc．　ONE）また，スタンレイの台詞「教師の
給料」（P．133Sc．　TWO）で学校の教師をしていることがそれとなく観客
に知らされる。また，ミッチとの対話の中でブランチの口から「オールドミ
スの学校の教師」（P．150Sc，　THREE）「ハイスクールで教えていますの」
（P．151Sc．　THREE）「国語の教師」（P．151　Sc．　THREE）と第1場を伏線
にして更に輪郭をはっきりさせ，ホーソン，ホイットマン，ボーを教えてい
ることなどかなり具体的に展開させている。この題材も第3場ではミッチと
ブランチのロマンスを生みだす切っ掛けの材料の一一一つ’として使われている。
ペル・リーヴに関してもそうであるが，一度使われた話題が形を変えて再び
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使われ，新たな展開の糸口となり，効果をあげている。
　ブランチが教師であるのにもかかわらず，「二学期が終らないうちに，ど
うして学校を放ったらかす羽目になったか」（P．122Sc．　ONE）という理由
は，身体をこわした為「ハイスクールの教育長であるグレーヴスさんが休暇
をとったらどうか」（P．122Sc．　ONE）と云ってくれたのだとステラに彼女
自身の口から説明している。この休暇についてはこの場面では単なる事実と
して観客にも，ステラにも受け入れられるが，劇の進行とともに嘘であるこ
とが明らかになる。彼女の嘘をあばく切っ掛けとなる台詞は「ねえ，姉さ
ん，ひょっとしてショウという名の男を知りませんかね？」　（P．167Sc．
FIVE）とスタンレイがブランチに尋ねる台詞である。スタンレイはひょっと
したらブランチがフラミンゴ・ホテルでショウという男の相手をしたのでは
ないかという疑惑を抱いている。ブランチはなんとか云いのがれて，一応は
この場を取り繕うが，第7場ではスタンレイによってブランチの過去が徹底
的に暴かれる。当然，休暇をとっているという嘘も分ってしまい，17才の少
年に手を出したことが原因で首になっていたことが明らかになる。その他，
ブランチの指の間からベル・リーヴがこぼれてしまった後，ローレルにやっ
て来て男から男へと渡り歩き，町で知らない者がないくらい評判を落とし，
あげくの果ては，町長から追放同然の命令を受けたことが語られる。スタン
レイによる彼女の過去の暴露はブランチとミッチの間に芽生えていたロマ
，ンスをぶち壊す布石，前兆となり，自分の夫がホモだったこと（P．183Sc．
SIX）その夫がピストル自殺したこと（P．184　Sc．　SIX）までもミッチに打
ち明けられる親密な，幸福な絶頂から奈落に落される原因となる。云い換え
れば，ブランチが狂気の世界へ入っていく足掛りを作っている。
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　ペル・リーヴの喪失，両親血縁の死，ホモの夫とその自殺，失職，男性
遍歴の悪評，町からの追放というブランチの過去の経歴が少しずつ明らかに
なると同時に，劇は展開，進行していく形をとっている。彼女の過去の話が
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中心となって展開している一方で，次に大きく変化をする為の布石が既に第
1場のブランチの登場からなされている。それは，「彼女の今にも壊れそうな
美しさは強い光には耐えられないように見える。彼女の白い服装と同様，彼
女のたよりない物腰にはどことなく蛾を連想させるものがある」（P．　117Sc．
ONE）いうト書に十分表現されている。壊れもののような美しさ，強い光に
耐えられない美しさは今にも崩れそうな病的な美を表し，白い蛾のイメージ
により暗い影を暗示している。
　ユニースに家の中に入れてもらったブランチは「しっかりしなくちゃ／」
（P．119Sc．　ONE）とひとりごとをつぶやく。このつぶやきは’「疲れて倒
れてしまいそうなんです」（P．119Sc．　ONE）で表現されている肉体的疲労
だけでなく，今まで苦労に苦労を重ねて来た精神的疲労をも表している。
「寒けでもするよう」（P．119Sc．　ONE）「うつろな目つき」（Ibid）という
ト書が示す彼女の動作もやはり精神的苦悩の表れだと云える。ステラと会っ
て喋り出す口調もすごくはしゃいだ調子であるし，ヒステリーじみている。
べらべらとまくし立てる姉を見て，ステラは笑って相手をしているが，「少
し心配そうな」（P．120Sc．．　ONE）まなざしでちらっとブランチを見る。酒
の話の場面では，ブランチ自身が，「今晩のように神経がびりびりしている
時はコーラはだめよ，ステラ！」（P．121Sc．　ONE）と自分の精神の異常を
認めているし，　「苦労に苦労をした揚句，へとへとに疲れ切ってしまい，す
っかり，神経が参ってしまったの。危ないところだったのよ一すんでのと
ころで狂うところだったんですもの／」（P．122Sc．　ONE）と気違いになり
そうだったことを認めている。その他．「私身体をこわしているの」（P．124
Sc．　ONE）「ほんの少し神経過敏になっているというか，過労になっている
というか，何かそんな風に見えるわ」（Ibid）「姉さん神経を静めるのにお
湯につかっているわ」（P．131Sc．　TWO）などブランチのノイローゼとも云
える精神状態を表す台詞は随所に，効果的にちりばめてある。第5場で，ス
タンレイにショウという男のことを聞かれた後，ブランチの精神状態は気違
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いじみてくる。その結果は第6場の最初のト書で「神経衰弱症患者にしか見
られない極度の心労がブランチの声や動作に現われて．いる」　（P・175Sc・
SIX）とはっきり述べられている。’ブランチが神経衰弱にかかちているとを
表す具体的な例の最たるものは風呂に入っている場面である。第2場のブラ
ンチの入浴はステラの口を通して語られ，姉をいたわるよう央に頼んでい
る。他方，ブランチを入浴中ということで舞台から消しておき，夫婦だけの
会話の場面を構成し，ベル・リーヴを話題にして筋の展開を計っている。ブ
ランチは風呂から出て来て，「お湯から上がってさっぱりして，香水もふっ
て，まるで生き返ったみたい！」（P．135Sc．　TWO）と平静な気持ちを取
戻したことを示している。同様の手法は第7場でも使われ，やはりステラの
口からブランチがお昼から夕方近くまで風呂に入っていることが告げられ
る。それと合せて，スタンレイの「温度はきっちり100度はあるぜ，なのに
お湯につかっているのか」（P．185Sc．　SEVEN）という半ばあきれ返って
いる台詞はブランチの神経衰弱の症状が第1場の時より悪化していることを
表している。この第7場に於いても，第2場と同様，風呂の効用を「ゆっく
りお湯につかって出ると，とてもいい気持，とてもいい気持で，涼しくて，
気持が休まるわ」（P．192Sc．　SEVEN）とか「お湯から上がって，冷たい物
をキューっと一杯やるといつも世の中の物が真新しくなったように見えてく
るの」σbid）と述ぺている。ブランチの入浴中に語られるステラとスタン
レイの会話は，第2場の財産問題などではなく，妹のステラにとってショッ
クなブランチの過去が次々と暴かれ，彼女が破局へと進む下準備が整然とな
されている。
　また，ブランチの若さ，美しきを維持しようとする執着心は異常で，彼女
の精神状態と関連がある。若さ，美しさは彼女の心の世界で大きな位置を占
めているばかりでなく，現実のニュ・’一オリンズの世界でも大きな比重を占め
ている。ベル・リーヴを失い，両親も失い，何もかも失くした揚句，彼女の
財布には65セント（P．161Sc．　FOUR）しかない。彼女に残っているものと
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云えば，若さ，美しさ以外何もないことになる。，美しい，古い南部の大農園
の社会であれば，美しいブランチは偶像化され，彼女のもとを訪れる紳士
がいて，困っている彼女を保護してくれるであろうが，現実では絵空事で彼
女の想像の世界でのみ現実味を帯びてくる。ブランチにはステラのような順
応性，適応性がないのに，この固定観念だけにとらわれているところに悲劇
の芽がある。第1場で，ブランチがステラに会うとすぐ，「でも，私を見て
はだめよ。だめよ。だめよ。だめ，あとにして。お風呂に入って，一休みす
るまではだめよ」（P．’120Sc．　ONE）と執拗なまでに自分の顔を見られるの
を拒否する。・其の上，’天井の電燈までもステラに消させる6妹にまでこれ程
強硬に拒絶することは正常とは云い難い。「むごたらしいまぶしい光」（lbid）
の中で顔を見られるのは耐えられないとブランチ述べているが，自分の若
さ，美しさが徐徐に衰えていることを意識しているからに他ならない。ま
た，’それだからよけQ若さに執着するのだとも云えるげこの意識は，「私の
顔かたちのことは何も云わないのね」（P．122Sc・ONE）と暗に素適だとい
う返事を期待する発言になったり，「10年間1オンスだって増えてないの
よ，ステラ。体重はあなたがベル・リーヴを出て行った夏と今も変ってない
の」（P．123Sc．　ONE）のように，容姿を自慢しているような発言となって
出て来る。ステラはブランチの気持を考えて，スタンレイに向bて第2場の
初めの方で，「姉さんのドレスをほめて，顔も素適だと云ってあげて」（P．132
Sc．　TWO）と頼んでいる。ブランチが．「どう，私？」と容貌について相手
の意見を求めて，「きれいだよ」（P．136Sc・．TWO）「素適よ，姉さん」
（P．．144Sc．、THREE）という答を聞いて一応，．安心しているが，ステラが
「欠点」　（P．132Sc．　TWO）と認めているように，ブランチ自身も同じよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
うに分っている。それはミ・ッチに向って云う「オールドミスの学校の教師で
すの！」（P．150Sc．　THREE）という自己紹介の台詞，第6場でのミッチと
のデートの際の「こうるさい，オードミスの学校の教師らしい」（P・179Sc・
SIX）という謙遜した台詞にも本音が表われている。ミッチとの結婚を夢見
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てステラと話すブランチは，「30才過ぎた女は」（P．171Sc．　FIVE）と年令
のことを気にしているし，ミッチに本当の年令は云ってないのだと告白す
る。年のことなんかどうして気にするのかとステラに云われる位意識してい
る。「私ももう若くないし／」（P．169Sc．　FIVE）という言葉の中には将
来に対する不安が隠されている。
　ポーカーの夜，ブランチはミッチに会い，打ち解けて話をする。その際
に，「すてきなちっちゃな色のついたちょうちん」　（P．150Sc．　THREE）
を買って来たことを話し，電球にかぶせてくれるように頼む。第1場でステ
ラに顔を見ないように云い，天井の電燈を消させたことを考えると，「裸電
球」（P・150Sc・THREE）に我慢が出来ないのも無理はないし，30才とい
う年令を考えればごまかしてでも若く，美しく見せようとしていることがわ
かる。まして好意を持っているミッチの前ではやむをえない。裸電球にちょ
うちんをつけるのがミッチであることにも意味がある。ブランチにとっては
むき出しの残酷な裸電球の光よりはちょうちんをかぶせた，それも色のつい
たものをかぶせた電球の光の方が落ち着くし，暗がりの方がもっと気持が落
ち着くことを示している。つまり，お湯に入ってぴりぴりした神経を静め，
気持を安めるのと同じ効果を持っていると云える。だが，物事をあるがまま
に受け入れようとせず，現実を直視しないブランチの考え方は彼女自身の問
題解決にはならず，破滅の道を歩むことを暗示している。
　第9場のト書にも「テンポが速く，熱狂的なポルカの曲，ヴァーソーヴィ
アナが聞こえている。その曲はブランチの心の中に響いている。彼女はその
曲と，彼女に不幸が迫って来ているという意識から逃がれようと酒を飲んで
いる」と述べられている。ヴァーソーヴィアナが聞こえてきて，耳から離れ
　　　　　　　　　　ロ
ないのはピストル自殺した，ホモの夫，アランの記憶が消えておらず，災
難，不幸が訪れるのではないかという予感にさいなまれていることを示す。
この第9場のミッチは第6場のミッチとは違い，優しさなどはかけらもな
く，野卑で，ぞんざいで，ずけずけと歯に衣を着せず，プランチにいやがら
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せを云う様はまるで別人で，気持の離れた男の冷酷さ，エゴが裸電球のよう
にむき出しで出ている。ミッチが紙ちょうちんをひきはがす際のブランチの
反応は，恐ろしさで息も止まりそうだといわんばかりにあえいで（P．203Sc．
NINE）ミッチを批難している。電気をつけた時は，「電気をつけないで／」
と大声で叫び，顔をおおってしまう。（P．204Sc，　NINE）この場面はミッ
チの残酷な現実主義を強烈に印象づけ，ブランチの心が踏みにじられ，いや
もおうもなく現実に直面させられたことを表している。作者は紙ちょうちん
という単なる小道具をブランチの日常生活の様式に組み込むことで，彼女の
心を覗かせ彼女が次の段階へ進むきっかけにしている。更に，第11場ではス
タンレイが紙ちょうちんを電球から引きはがすが，この時もブランチは自分
が紙ちょちんであるかのように叫び声をあげる（P．223Sc．　ELEVEN）。こ
こでは，劇の結末をつける道具として使われ，ブランチが普通の日常生活と
決別し，彼女自身の世界への旅立ちを意味している。
　作者，ウイリアムズは今まで述べて来た事柄の他に，ブランチに飲酒癖を
与えることで彼女の性格を更にふくらませている。また，これは筋を展開し
ていく上で，変化をつける味付けとしても使われ，彼女の飲酒に反応する他
の人物の性格をも同時に表している。第一場でユニースが退場するとすぐ，
ブランチは半開きの戸棚からウイスキーの壕を取り出し，勝手に飲む。ただ
飲んでそのままにしておくのではなく，罎を注意深く元の場所に戻し，使っ
たタンブラーも流しで洗っておく。（P．119Sc・ONE）このような行為は正
装しているブランチには不似合な感じを観客に与える筈である。いくら妹の
家とは云え，嫁ぎ先であることを考えれば，誰でも少しはおかしいと感ずる
であろう。このすぐ後の場面で，妹，ステラに会ったブランチの大げさな，
すごく興奮した話し方や動作を見たり，聞いたりすれば，ステラと同じ様に
観客も彼女の頭を疑うことは間違いない。「コーラはだめよ，ステラ，今晩
みたいに神経がたっている時は，だめ／」　（P．121Sc・ONE）「ねえ・心配
しなくていいのよ，あなたのお姉さんは飲んだくれになったわけじゃないん
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だから。ただ神経がすっかりいら立ってしまって，暑くて，疲れて，身体が
汚れているだけなの！」（P．121Sc．　ONE）という台詞などから，風呂に入
Dて神経を静めるのと同じで，酒で気持をまぎらわせようとしていることが
分る。ステラに「もう一杯どう？」とすすめられた時に，「一杯が限度なの」
　（P・122Sc・ONE）と答えていながら，暫くすると，「ほんのちょっとだ
け」（P・123Sc・ONE）といいながらまた手を出してしまう意志の弱さ，自
制心の無さもこの場面では表現されている。スタンレイが帰って来て，「一
杯どうです？」（P・129Sc・ONE）とすすめられた時には，「結構です。私
一お酒はめったにいただきません」（lbid）と返事をするが，今までのブラ
シチの行動を見ていれば，tこの台詞を額面通り受け取ることは出来ない。恐
らく体裁のいい事を云っていうと思われるであろう。この場面で，スタンレ
イはブラyチに当てつけがましく，「陽気が著いと酒ってのは早く減るもん
だな」（Ibid）と云いながら，酒場を明かりにすかして，その減り具合を調
べる。彼のこの行為は，女房の姉とは云え，客であるブランチに対して失礼
である。したがって，彼が嫌味で，粗野で，常識のない人間という印象を抱
かせ，将来，ブランチと対立する人物であるという暗示を与える。第9場で
も，ミッチの口を通して，．「あんたがこの夏ずっと山猫みたいに，あいつの
酒をピチャピチャ飲んでいたとあいつは云ってるよ！」（P．203Sc．　NINE）
と，スタンレイのブランチに対する嫌悪感を述べている。この台詞のすぐ前
では，ミッチは，「あんなやつの酒は一滴だっていらないって云っただろ，
いらないって云ったら，いらないんだ。あんたもやつの酒なんか手をつけな
い方がいい。」（P．202Sc．　NINE）と酒を通して自分のスタンレイに対す
る気持を吐露し，ブランチにも他入の酒に手をつけないように忠告してい
る。この場面では酒を使って，ミッチがスタンレイやブランチを軽蔑し，彼
の潔癖感，正義感を浮き彫りにしているが，第6場のミッチとブランチのデ
fトの場面雫は，「あなたに召し上・って頂きたいの！」（P．177Sc・SIX）と，．
ブランチは自分の気持を酒に託して打ち明け，二人の間の雰囲気をなg“ませ
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る手段として使われている。その他，第5場での現実逃避の酒，第10場での
喧嘩の際にブランチに使われるビール壕など，いずれもうまく劇の流れの中
に取り込んで不自然さを少しも感じさせない。
　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　今まで述べて来た事柄は，劇の展開，進行，雰囲気作り，登場人物の役作
り，性格描写などの点で欠くごとの出来ないものであるが，更に忘れてなら
ない事は作者がブランチに要所要所で嘘をつかせている点である。この嘘は
彼女の虚栄心，現実逃避，ノイロ遥ゼなどと微妙に絡み合い，劇の流れのク
ライマックスを作る元になっているばかりでなく，各場の小さなクライマッ
クスを作るのにも大きな役割を果たしている。まず，第1場でステラに聞か
れもしないのに，自分からブランチは何故訪ねて来たかを語っている。彼女
の話しでは，苦労に苦労を重ねた結果，神経がおかしくなり，ハイスクール
の教育長であるグレーヴズさんに休暇をとるように勧められたことになって
いる（P・　122Sc．　ONE）。あとで追追分って来ることだが，ベル。リーヴも
人手に渡り，不行跡から職も追われ，ローレルという町からも追放処分にな
り，何処にも行く処がなく，進退きわまってやむを得ず妹，ステラの所へ安
息所を求めてやって来たにもかかわらず，再び休暇がすめば学校に戻る可能
性を抱かせる表現をしている。ここの時点では，この言い方はステラだけで
なく，観客にも当然あこととして受け入れられる筈である。また，この場面
の暫く後では，「私，ホテルに泊るつもりなんかないわよ，あなたのそばが
いいの，誰かと一緒にいなければいけないの，ひとりぼっちになってはいけ
ないのよ！」（P・・124Sc．　ONE）と，身体をこわしていることを理由になん
とかして泊めてもらおうとしているブランチが描かれている。恐らくここで
も，ステラの同情を買って泊ろうとする姿勢と病気療養がてら妹の所に泊り
に来たという程度の印象しか与えないだろう。だが，劇が展開するにつれ，
真相が明らかにされていく。ここでの嘘は第7場で，「お前の姉さんが学校
に戻って教えることなんかないんだ…神経異常で一時的に休職したんじゃな
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かったんだ」　（P．188Sc．　SEVEN）とスタンレイによって明らかにされる
し，第4場ではブランチは自分の口から財布に65セントしかないことが語ら
れる（P．161Sc．　FOUR）つまり，第4場まではブランチが無一文同然だと
いうことは分らず，病気ではあるが，スタンレイ達とは異質の美しい南部の
大農園出身の女性というイメージが形作られている。したがって，一応はス
テラの姉としての面目は保っている。しかし，彼女の過去が暴かれてから
は，スタンレイのブランチに対する扱いは遠慮容赦のない，過酷なものとな
り，精神的に徐徐に追いつめられていく。ポーカーの夜のミッチとの出会の
際にも，ブランチは酒に関しては「二杯が限度」（P・14g　Sc・THREE）と
云い，年令に関してはステラの方が「私よりいくらか年上なんですの」
（P．1501bid）と嘘を云い，訪ねて来たのも「手伝いに来たんですの」（lbid）
と嘘を重ねている。ここでの嘘はミッチによく思われたいという可愛い女の
嘘ですむかもしれない。更に，デートの時もスタンレイがローレルのことを
ミッチに話していないことを確かめてから，「ステラに赤ちゃんが出来るん
じゃなければ，こんな所にいられませんわ」（P．180Sc．　SIX）とか，教師の
給料が安く，貯金も出来なかったから「夏の間ζこに来ることになりました
の」（P．1811bid）と，相変らず学校へ戻る可能性を述べている。早晩，ス
タンレイの口からローレルのことがミッチの耳に入るであろうという判断す
らもブランチにはない。あるのは追いつめられた女の最後の幸せを掴もうと
する浅はかさ悲しさだけである。この甘い彼女の考えは第9場で無残にも打
ち砕かれ，彼女の夢は雲散霧消してしまう。このように，嘘が明らかにされ
ることによって，ブランチのそれまでのイメージが変わり，．新たな性格づけ
がなされることになる。その他，筋の流れに影響する場面であれば，次の展
開の興味，関心を引き起こさせ，劇の緊張感を維持，或は高めるのに用いら
れている。
　　　　　　　　　　　　　　（5）
さて，今までブランチに焦点を当てて，彼女に関する事柄がどのように使
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われ，どのような影響を生みだしたかを見て来た訳だが，作者はこれらの事
柄を一度に集中的に使わず，少しずつ小出しにしながら相互的に関連を持た
せていく方式を採用している。このようにサスペンスを積み重ねていく方式
は観客に期待感を抱かせ，またそれが謎を秘めたまま，次の場面への布石と
なっている。この劇の筋立はしごく簡単なものである。一人の女が妹夫婦の
家を訪ねて・破滅に至るまでの芝居である。だが，その破滅に至るまでの過
程を既に述べた事柄や1タンレイの暴力行為，性的衝動，男らしさ，無作法
で教養のない動物的なバイタリティなどで悲劇的な雰囲気を徐徐に作り出
し，最後の場面のスタンレイによる強姦でブランチの現実生活の悲劇を最高
に盛り上げているのは作者の劇作術の腕の冴という他はない。
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